
​進化のシミュレーション（情報×生物）​

​場　所：生物教室A​
​日　時：令和６年（２０２４年）９月９日（月）​
​クラス：２年２組、２年５組​
​クロス教科：情報×生物​
​スタイル：TT方式​
​目　的：情報で学ぶシュミレーションを活用することで、生物の進化におい　​
​　　　　て、集団内での遺伝子頻度が遺伝的浮動により変化することを可視化​
​　　　　し、進化の原動力に関する概念の理解を促進する。また、ある分野で​
​　　　　の知識・技術が他分野での研究に実際に活用されていること、学問同​
​　　　　士が結びついていることを実感させる。​

​教師の発言・指導​ ​学習活動​ ​備考​ ​問題・改善点,良い点​
​導​
​入​

​・遺伝的浮動とは、​
​どのような考え方​
​だったか？​
​・遺伝的浮動の影響​
​を受ける遺伝子はど​
​のような遺伝子で​
​あったか？​
​・生物の集団のサイ​
​ズと遺伝的浮動の間​
​にはどのような関係​
​があったか？​

​本時は、以前実施し​
​た実験を情報分野の​
​シミュレーションを​
​活用して行うことを​
​伝える。このような​
​活用は、実際の研究​
​現場でも行われてい​
​ることとつなげる。​

​遺伝的浮動の考え方につ​
​いて振り返る。​
​生物の集団のサイズが小​
​さい程、遺伝的浮動の影​
​響が強くなることを確認​
​する。​

​生徒は概念について​
​は既に履修済みであ​
​り、また以前に別の​
​方法で実験を行って​
​いる。（クリップを​
​遺伝子に見立て、顕​
​性の遺伝子と潜性の​
​遺伝子を別のクリッ​
​プで表現する。両者​
​を混合した袋の中か​
​ら選び出すと、選び​
​出されるクリップの​
​割合はランダムにな​
​る。）​

​展　

​開​

​・変数（集団サイ​
​ズ、世代数等）を自​
​由に変更してみよ​
​う。​

​・数字の変化から、​
​遺伝的浮動と集団サ​
​イズとの間にはどの​
​ような関係性が見出​
​せるか。​

​情報の教員から、本時で​
​使用するシュミレーショ​
​ンのプログラムを示し、​
​プログラムの意味、変​
​数、プログラムの実行の​
​仕方などを説明する。​
​合わせて、生成AIの活用​
​事例や注意点についても​
​説明する。​

​集団サイズや世代数等を​
​変更したとき、どのよう​
​な変化があったのかをグ​
​ラフから見出し、ワーク​
​シートに記載する。自身​
​のクロム上での結果を班​
​で共有し、比較しながら​

​シミュレーションに​
​は、以下に示すよう​
​なプログラムを使用​
​し、変数（集団サイ​
​ズ、世代数等）を生​
​徒達が変更しなが​
​ら、集団内の遺伝子​
​頻度がどうなるかを​
​グラフに表せるよう​
​にした。プログラム​
​の実行には、​
​GoogleCoraboratory​
​を使用した。​

​シュミレーションの​
​操作に慣れるまでに​
​時間がかかる生徒も​
​いる。​

​シュミレーション結​
​果の分析から、誤概​
​念が生じている場合​
​があるので、ワーク​
​シートで確認しなが​
​ら、訂正することが​
​必要。​



​・世代数の変化と遺​
​伝子頻度の結果から​
​はどのようなことが​
​分かるか？​

​分析させる。​

​世代数を長くとるこ​
​とで、遺伝子頻度が​
​１や０に収束するこ​
​ともある。収束しな​
​いのは、まだ収束し​
​ていないだけで、収​
​束までの途中経過を​
​見ていることもある​
​ことにも気付かせ​
​る。​

​グラフの読み取り方​
​については情報の立​
​場からも声掛けをす​
​る必要があった。​

​ま​
​と​
​め​

​職員が実施したのシ​
​ミュレーション結果​
​を提示しながら、生​
​徒の分析を補足す​
​る。​

​自分の班が見出した結果​
​をクラスで共有する。​


